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1 はじめに

近年、計算言語学の世界では、我々は様々なテキスト
データを使用することが可能になり、それらのコーパ
スに対して様々な情報を付与 (アノテーション)し、ア
ノテーションされたコーパスから言語処理用知識を得
る手法が一般的に用いられている。それゆえ、コーパス
へのアノテーションは計算言語学の世界で重要なテー
マの１つになっている。現在、コーパスへのアノテー
ション手法として、人手によるアノテーションが広く
行われている。というのも、人手によるアノテーショ
ンは、人の言語知識をより正確にコーパスにアノテー
ションすることができると考えられるからである。し
かし、アノテーションの一貫性が崩れることによってエ
ラーが生じる可能性も考えられる。このことから、ア
ノテーションの一貫性の維持が、人手によるアノテー
ションの重要な観点といえる。
我々は、アノテーション作業を、記述子をコーパス

上の単語列に割り振る作業と考える。この記述子はア
ノテーション作業の前にあらかじめ定義され、どのよ
うな単語列に対して割り振られるべきかの基準を持つ。
アノテーターはこの基準を基に、記述子を単語列に割
り振ることになる。
アノテーションの一貫性が失われる原因となるケー

スは、いくつか考えられる。一般的に、アノテーター
はどのようにアノテーションすべきか難しい事例に直
面したとき、どのようにアノテーションするべきか自
ら決定を行う。この決定は、アノテーターの頭の中に
ある、記述子における基準の影響を受ける。しかし、ア
ノテーション作業が複数のアノテーターによって行わ
れる場合はアノテーター間における基準の差異によっ
て、また、１人のアノテーターによってアノテーショ
ン作業が行われる場合でもアノテーション作業が長期
化することで、基準の一貫性が失われることが考えら
れる。
アノテーションの一貫性を保つ手法として、アノテー

ションガイドラインの管理が考えられる。アノテーター
は上記のような難しい事例に直面したとき、どのよう

にアノテーションすべきか判断し、その判断を記録に
残す。この判断の記録は全てのアノテーターが参照す
ることができ、この記録が明文化された基準となる。
本論文では、このような判断に関する情報をアノテー
ションガイドラインと呼ぶこととする。一般的に、ア
ノテーションガイドラインは、アノテーションされた
コーパスと並行して管理される。しかし、多くのアノ
テーション作業では、ワードプロセッサーやWiki など
によってガイドラインが管理されているため、このま
まではガイドラインを体系的に管理することが難しい。
本論文では、アノテーション作業とガイドラインの管
理を統合するフレームワークを提案し、体系的にガイド
ラインを管理できるアノテーションシステムを目指す。
現在、さまざまなアノテーションツールが存在する (例：
MMAX [1], GATE [2], WordFreak [3], Knowtator [4]な
ど)が、しかし筆者の知りうる限り、アノテーション作
業とガイドラインの管理を統合する研究は存在しない。
我々は、提案したアノテーションシステムを既存のア
ノテーションツールのプラグインとして実装した。

2 人手によるアノテーション

提案するフレームワークでは、アノテーション作業を
単語列に適切な記述子を割り振る作業と定義する。こ
の定義は、POSタグのアノテーションや固有名詞にタ
グをつけるアノテーションなど、さまざまなアノテー
ション作業に対応できる定義である。本論文では、プ
ロテインの固有名詞にタグをつける、プロテインアノ
テーションを用いて説明を行う。
実際のアノテーション作業において、多くの単語列
は容易に記述子を割り振ることができる。しかし度々、
どの記述子を割り振ればいいのか、そもそも記述子を
割り振ってもいいのだろうか等、困難な問題に直面す
る。このときアノテーターは、アノテーションガイド
ラインを参考にし、問題を解決することができる。こ
れがアノテーション作業の一般的な流れになる。
しかし一般的なアノテーションツールは、単語列を
選択し記述子を割り振る機能しか持っていないため、
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図 1:アノテーション作業の一例

ガイドラインの管理までを行うことができない。我々
は、ガイドラインの管理作業を統合したアノテーショ
ン作業のフレームワークを提案し、ガイドラインの管
理をサポートしたアノテーションシステムを設計する。
ここで、実際のアノテーション作業の例を挙げてみよ

う。ここでは4つの単語列 (“I�B�、” “TNF 、” “I�B、 ”
“serum.”) がコーパスに含まれているとする。プロテ
インアノテーションは、プロテインを示す単語列に記
述子 “PROTEIN” を割り振る作業だと定義される。図 1
は、4つの単語列とプロテインの基準を示す境界線・
グレーゾーンを表している。
例えば、単語列 “I�B� ” の場合、アノテーターは容

易にプロテインだと判断できる。というのも、“I�B� ”
が記述子 “PROTEIN” の基準の内側に入ることが容易
に判断できるからである。判断のあと、アノテーター
は記述子 “PROTEIN” を “I �B�” に割り振る。
一般的に、記述子が割り振られた単語列はアノテー

ションインスタンスとして扱われる。上の例の場合、
単語列 “I�B �” と記述子 “PROTEIN” によって構成され
るアノテーションインスタンスが得られたことになる。
一方で、単語列 “serum” はプロテインではないと容易
に判断できる。一般的に、記述子が割り振られない単
語列はアノテーションインスタンスとして扱われない。
しかし、単語列 “TNF” や単語列 “I�B” のように、記

述子を割り振るべきかどうか判断が難しい単語列が存
在する [5][6]。というのも、“TNF” や “I�B” は、単独
のプロテインを指し示す単語列ではないが、同じ特性
を持つプロテインの集合を表す単語列だからである。
このような難しい例では、記述子を割り振るべきと判
断するアノテーターもいれば、記述子を割り振る必要
がないと判断するアノテーターもいる。そのため、記
述子 “PROTEIN” に対してより確かな基準を示すこと
ができる適切なガイドラインが必要になる。
もしそのような適切なガイドラインが見つけられな

いとき、アノテーターは自分自身でどのようにアノテー
ションを行うか決めなければならない。しかしこのよう
な場合、そのアノテーター自身あるいは別のアノテー

ターが同じあるいは類似の事例に直面したとき、同じ
判断を行うことができる保証はない。このような問題
は、アノテーション作業を行う前に、すべての問題に
対応できるだけの十分なガイドラインを用意すること
ができないために生じる。そのため、アノテーターは
アノテーション作業中にガイドラインを管理していく
必要がある。
具体的には、管理は以下のように行われる。アノテー
ターが単語列 “TNF” のような難しい事例に直面し、適
切なガイドラインを見つけられなかったとき、自分自
身でどのようにアノテーション行うか判断し、その判
断を基にガイドラインを作る。そのガイドラインには
アノテーターの判断の基準が明記され、そのガイドラ
インを参照すれば同様あるいは類似の事例に直面した
時に同じ判断を行えるようにする。
今回の例では、アノテーターは単語列 “TNF” に対し
て記述子 “PROTEIN” を割り振らないこととする。アノ
テーターは判断の基準を記述し、その基準を示すガイ
ドラインを作成する。ガイドラインはプロテインアノ
テーションにおいてアノテーションの集合を示す単語
列に対して記述子を割り振らないということが書かれ
る。この新たなガイドラインに従って、アノテーター
は単語列 “TNF” に対して記述子を割り振らない判断
をする。さらに、アノテーターは類似の事例である単
語列 “I�B” にについても、ガイドラインに従って記述
子を割り振らない判断を行う。
一般的に、単語列 “TNF” のように、ガイドラインの
説明にとって有用な具体例がある場合、その具体例を
ガイドラインの記述に加える。また、ガイドラインの記
述と同様あるいは類似の事例に直面した時に容易にこ
のガイドラインを参照できるようにするため、ガイド
ラインに (例えば “PROTEIN FAMILY OR GROUP” のよ
うな )キーワードを割り振る。しかし、単語列 “TNF”
に対して記述子が割り振られなかった場合、一般的な
アノテーションでは、記述子が割り振られなかった単
語列をアノテーションインスタンスとして扱わない。
もしこのような単語列をガイドラインの具体例として
管理したい場合、その単語列の前後の文や文脈などを
メモという形で残すことしかできない。しかし、コー
パス上の実際の単語列とガイドラインとが関連付けら
れるわけではなく、長期間にわたって単語列のコーパ
ス上における場所を覚えておくのは困難である。その
ため、具体例としてコーパス上のその単語列を参照す
ることは、容易いことではない。3章では具体例とな
る単語列をどのようにガイドラインと関連付けるかに
ついて定義する。

3 ガイドラインの管理を行うアノテーショ
ンフレームワーク

アノテーション作業は、生の文章のレイヤーに新たな
情報をもつレイヤーを付加する作業とみなすことがで
きる。我々は、生の文章のレイヤーを Text Layer、新た

－ 842 －



Annotation Layer

Text Layer

記述子

決定
id

アノテーションインスタンス

単語の羅列 (・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・)

単語列

図 2: Annotation Layerにおけるデータ構造

に付加するレイヤーを Annotation Layerと呼ぶことと
する。一般的なアノテーションツールでは、Text Layer
に Annotation Layerを付加する作業のみをサポートし
ている。これに対し、我々のアノテーションツールで
は Annotation Guideline Layerを付加し、このレイヤー
でアノテーションガイドラインを管理することにする。
本章では、上記の 3つのレイヤーについて説明し、ガイ
ドラインの管理作業を統合したアノテーションフレー
ムワークについて提案する。

3.1 Text Layer

本手法では、アノテーションされるテキストは Text
Layerによって管理される。テキストは一般的に、文
字の羅列によって表現される。

3.2 Annotation Layer

Annotation Layerは、どの単語列に対して記述子を割り
振るかについての情報が含まれている。アノテーショ
ンインスタンスは、単語列へのリンクと単語列に割り
振られた記述子に関する情報を持つ。アノテーション
インスタンスによって定義されたリンクが示す単語列
はコーパス上に存在するため、Annotation LayerはText
Layerに依存することになる。

2章で説明したとおり、我々は実際には記述子を割
り振られなかった単語列も、ガイドラインの管理には
必要だと考えている。しかし、一般的なフレームワー
クではこのような単語列を管理することはできない。
というのも一般的には、アノテーションインスタンス
は “単語列” と “記述子” の 2つの要素によって構成さ
れるからである。そこで我々は、アノテーションイン
スタンスを “単語列” と “記述子” と “決定” の 3つの
要素によって構成する手法を提案する (図 2)。“決定”
という要素を用いることで、記述子を割り振られた単
語列だけでなく、記述子を割り振られていない単語列
を管理することができるようにした。

3.3 Annotation Guideline Layer

Annotation Guideline Layerはアノテーションガイドラ
インに関する情報が含まれている。アノテーションガ
イドラインはアノテーターによって共有され、アノテー
ター間でのコミュニケーションをサポートを行う。
アノテーションガイドラインは、アノテーションの

基準を共有化するために明文化されたものである。一
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図 3: Annotation Guideline Layerにおけるデータ構造
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図 4:アノテーションツール GuideLink

般的に、人手によるアノテーション作業の際、いくつ
かのアノテーションインスタンスがガイドラインと関
連付けられる。これは提案手法でも同様である。この
ため、Annotation Guideline Layerは Annotation Layer
に依存することになる (図 3)。

4 GuideLink

提案手法を基に、我々はアノテーションガイドライン
を管理するツール “GuideLink (Guideline + Link)”を実
装した。GuideLinkは既存のアノテーションツールの
拡張を行い、アノテーションガイドラインの管理をサ
ポートする。4.1章ではガイドラインの参照する方法
について、4.2章ではガイドラインの更新する方法に
ついて、4.3章ではガイドラインに具体例を関連付け
る方法ついて説明する。
また、GuideLinkによってガイドラインに具体例を
関連付けるためには、既存のアノテーションツールが
いくつかの API を有している必要がある。本論文で
は、我々は Eclipse1プラットフォーム上で動作するア
ノテーションツールの一つである Vex2のプラグインと
して、GuideLinkの実装を行った (図 4)。4.4章では、
アノテーションツールの拡張性について説明する。

1http://www.eclipse.org/
2http://vex.sourceforge.net/
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4.1 ガイドラインの参照

アノテーターが必要とするガイドラインを探し出そう
とき、2つの方法が提供されている。1つ目は、必要と
するガイドラインに関連付けられているであろうキー
ワードを基に探し出す方法である。図 4の Guideline
List Viewerがこの機能を提供している。GuideLinkは
木構造のデータ構造によってキーワードを管理し、各
ノードはその親ノードのサブクラスのキーワードになっ
ている。例えば、キーワード “PROTEIN” を管理する
ノードがあり、そのノードの葉ノードとして、キーワー
ド “PROTEIN FAMILY OR GROUP” を管理する葉ノード
が存在する。
また2つ目の方法として、アノテーションインスタン

スの具体例からガイドラインを検索する方法がある。図
4の Guideline Instance Viewerや Annotation Metadata
Viewerがこの機能を提供している。この 2つのビュー
は、各アノテーションインスタンスと関連付けられた
アノテーションガイドラインを表示することができる。
例えば、記述子 “PROTEIN” についてのアノテーション
ガイドラインが必要なとき、記述子 “PROTEIN” が割り
振られたアノテーションインスタンスを探し出し、そ
のアノテーションインスタンスと関連付けられたガイ
ドラインを参照すればいいのである。

4.2 ガイドラインの更新

図 4のGuideline Metadata Viewerは、アノテーション
ガイドラインの編集を行うためのビューである。図の
例では、キーワード “PROTEIN FAMILY OR GROUP” が
付けられたガイドラインである。このガイドラインは
記述子 “I �B�” が割り振られたアノテーションインス
タンスの具体例へのリンクを持っている。アノテーター
がガイドラインを参照して、アノテーションインスタ
ンスを作るとき、GuideLinkはアノテーションインス
タンスへのリンクをガイドラインの中に格納する。

4.3 ガイドラインに具体例を関連付ける

アノテーションガイドラインは単語列にアノテーショ
ンするときに用いる。もし、我々がある単語列に対し
て記述子を割り振るかどうか、ガイドラインを用いて
決定した時、その単語列、記述子、決定で構成される
アノテーションインスタンスはガイドラインをより明
確なものにする具体例となる。そのため、ガイドライ
ンに具体例となるようなアノテーションインスタンス
へのリンクを格納し、必要な時にアノテーションイン
スタンスを参照できるようにしておく。
アノテーションインスタンスへのリンクは、以下の

ような手順で作られる。まず、既存のアノテーション
ツールを用いてアノテーション作業を行う。このとき、
単語列に記述子を割り振る毎に、既存のアノテーショ
ンツールによって単語列に IDを割り振る。GuideLink
でこの ID を受け取り、ID をアノテーションガイドラ
インに格納する。

GuideLinkでは、図 4の Guideline Metadata Viewer、
Annotation Instance Viewer、Annotation Metadata
Viewerによってアノテーションインスタンスとア
ノテーションガイドラインのリンクを管理する。
Guideline Metadata Viewerはアノテーションガイドラ
インに関連付けられたアノテーションインスタンスを
表示し、Annotation Metadata Viewerはアノテーショ
ンインスタンスに関連付けられたアノテーションガイ
ドラインを表示する。

4.4 拡張性

Vexは既存のアノテーションツールの一種である。既存
のアノテーションツールが GuideLinkが必要とする機
能や APIを持つとき、GuideLinkはアノテーションガ
イドラインの管理を行う機能を提供することができる。

GuideLinkが必要とする機能や APIは以下の 2つで
ある。(1)単語列に対して IDを割り振り、単語列から
アノテーションインスタンスを作り出す機能。(2)ア
ノテーションインスタンスを作成、編集、削除を行っ
た場合、GuideLinkへその作成、編集、削除したとい
う情報を送る機能。図 4は、GuideLinkによって Vex
の機能を拡張した例である。純粋な Vexそのものでは
GuideLinkが必要とする APIを持たないため、本実験
のために Vexを拡張し、Vexに必要な APIを持たせ、
GuideLinkと接続できるようにした。

5 まとめ

本論文では、アノテーション作業とアノテーションガイ
ドラインの管理を統合したアノテーションシステムを
提案し、そのアノテーションシステムに基づいたアノ
テーションツールを実装した。アノテーションフレーム
ワークの提案を行う前に、我々は人手によるアノテー
ション作業の流れを説明し、その流れの中でアノテー
ションガイドラインの管理が必須であることを説明し
た。アノテーションガイドラインの管理のために、アノ
テーションに関する 3つのレイヤーを定義し、そのレ
イヤーごとにフレームワークを設計した。最後に、提
案されたフレームワークを基に、アノテーションツー
ルの実装を行った。
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